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研究要旨： 

背景・目的：NSAIDs 過敏喘息、いわゆるアスピリン喘息(以下 AIA)は 臨床的に半数以上が重症

難治性喘息であることが欧州と米国で報告されている。しかし、成人喘息全体からみた AIA の位置づ

けは明らかでなく、どの程度成人喘息の重症化に関与しているかも世界的にも不明である。また AIA

は女性に多く、アトピー素因患者に少ないことが判明しているが、それら（性別、アトピー）が難治

化に関わっているかは不明である NSAIDs 過敏性を確実に診断した多数例の患者集団に 

おいて、他の重症化因子とともに統計学的手法を用いて明らかにする。 

方法：の成人喘息間患者のうち、米国 TENOR 研究の分類に従い、中等症から重症で抗喘息薬で安定

化している 1825 例と重症喘息の治療を十分しても安定化しない難治性喘息 461 例（全体の 18.3％が

該当）を比較した。その背景と難治化因子を検討した。多重ロジスティック回帰分析で検討し、多因

子の関与を検討した。国際比較は ENFUMOSA、SARP 研究結果と比較した。 

結果・結論：欧州、北米との国際比較で AIA が重要な成人喘息の難治化因子と判明した。 

・さらに日本人成人喘息では、特に女性の非アトピー型喘息において AIA が最も強い難治化因子であ

ることが初めて証明された。 

・今回 AIA が有意な難治化因子として特に女性において明確になった理由として、アスピリン過敏性

を今回のほとんどの対象で正確に診断できていたためと考える。 

・今後、女性、非アトピーの２つの重症化因子と AIA の病態機序との関連性を検討する必要がある。 

 
Ａ．研究目的 

NSAIDs 過敏喘息、いわゆるアスピリン喘息

(以下 AIA)は 臨床的に半数以上が重症難治

性喘息であることが欧州と米国で報告されて

いる。しかし、成人喘息全体からみた AIA の

位置づけは明らかでなく、どの程度成人喘息の

重症化に関与しているかも世界的にも不明で

ある。 

また AIA は女性に多く、アトピー素因患者

に少ないことが判明しているが、それら（性別、

アトピー）が難治化に関わっているかは不明で

ある NSAIDs 過敏性を確実に診断した多数例

の患者集団において、他の重症化因子とともに

統計学的手法を用いて明らかにする。 

 

 

Ｂ．研究方法 

国立病院機構相模原病院にて通院中の 3767

例の成人喘息間患者のうち、米国 TENOR 研

究の分類に従い、中等症から重症で抗喘息薬で

安定化している 1825例と重症喘息の治療を十

分しても安定化しない難治性喘息 461 例（全

体の 18.3％が該当）を比較した。その背景と

難治化因子を検討した。 
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多重ロジスティック回帰分析で検討し、多因

子の関与を検討した。その国際比較を行った。

また性別、アトピーの有無で検討した。国際比

較は ENFUMOSA、SARP 研究結果と比較 

した。 

 

（倫理面への配慮） 

（独）国立病院機構相模原病院における調査は

カルテ記載事項からの調査であり、通常の医療

行為の範囲である。調査の個人情報は暗号化さ

れており、保護には十分配慮した。また倫理委

員会での承認済みである。 

 

 

Ｃ．研究結果 

1. 成人喘息の難治化因子として、欧州、北米

とともに AIA、非アトピーが世界共通の難治

化因子であった（表 アレルギー免疫 2013）。 

 

2. 日本人 AIA では、女性でのみ、特に非アト

ピーで非常に強い難治化因子(OR26.2)である

ことが初めて証明された。 

しかし男性、女性のアトピーでは有意因子で

はなかった（図 CEA 2012）。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

Ｄ．考察 

欧州、北米との国際比較で AIA が重要な成

人喘息の難治化因子と判明した。 

・さらに日本人成人喘息では、特に女性の非ア

トピー型喘息において AIA が最も強い難治化

因子であることが初めて証明された。 

・今回 AIA が有意な難治化因子として特に女

性において明確になった理由として、アスピリ

ン過敏性を今回のほとんどの対象で正確に診

断できていたためと考える。 

・今後、女性、非アトピーの２つの重症化因子

と AIA の病態機序との関連性を検討する必要

がある。 

 

 

Ｅ．結論 

アスピリン喘息は欧州、北米、日本における

共通した成人喘息の最も重要な難治化因子で

ある。 
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Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

「総括研究報告書」 

Ｇ．研究発表 １．論文発表 参照のこと 

２．学会発表 

「総括研究報告書」 

Ｇ．研究発表 ２．学会発表 参照のこと 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

１．特許取得  

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 

 

 


